
様式4号の１ 盛岡市立見前中学校

【題材】

１ 復興教育講演会 「暴れ狂った海 ～東日本大震災津波と三陸沿岸を襲った津波の歴史に学ぶ」

２ 河南中・見前中あったかProject

「山田町復興状況見学・復興ソングでひとつになろう」

【対象】

１ 復興教育講演会 全校生徒および保護者、地域住民

２ 生徒会執行部 ２３名 その後生徒集会時に生徒会執行部から全校生徒へ伝講

【実践の概要・詳細】

１ 復興教育講演会 ９月６日（金） 講師 釜石市学校教育アドバイザー兼教育相談員 熊谷 勵 氏

・資料 「被災状況とその教訓」を全員に配布

① ねらい

東日本大震災津波のつらく悲しい

体験をそのまま終わらせることな

く、ともに手を取り合って、希望

と勇気をもって前に進んでいくた

めに、東日本大震災津波の教訓を

生かし、郷土を愛しその復興・発

展を支える人材の育成に資する。

② 概要

東日本大震災津波の実態、中学生

が岩手の復興に果たす役割、地域

社会の一員としての在り方など具

体例をもとにお話しいただいた。

「暴れ狂った海」は講師熊谷勵氏

が大船渡市の綾里小学校で津波防

災劇の演題であり、東日本大震災

前から劇の指導を通して震災体験

を後生に語り継ぎ、将来につなげ

ることが大切であると話された。

③ 生徒会長 大志田拳君の感想

震災から２年半たち、遠い昔のよ

うに感じていたが、忘れてはなら

ないと強く感じた。また、内陸部

に住んでいても集中豪雨や竜巻、

ゲリラ豪雨が起きている。自分の

身は自分で守るということともに、中学生として自分たちが地域社会に貢献できること、特にも小さい子ど

もやお年寄りなど弱者を助ける役割を意識して果たしていきたい。

教育的価値 具 体 の 項 目 教 育 課 程

２【かかわる】

３【そなえる】

１【いきる】

⑨【仲間や地域の人々のつながり】幼児や高齢の人々・障害のある人々が一緒に生活している地域社会に

おいて、互いに支え合う大切さや地域のありがたさを実感する

⑫【自分と地域社会】自然災害が、暮らしの変化や地域経済に与える影響について理解し、自分と地域社

会との関係について考える。

⑮【東日本大震災津波の様子と被害の状況】 平成23年3月11日に発生した、東日本大震災津波の様子と被

害の状況について理解する。

③【価値ある自分】どのような状況においても自分の存在を認め、必要とされる存在であることを認識す

る。

教育課程外

総合的な学習の時間



２ 河南中・見前中あったかProject 「山田町復興状況見学・復興ソングでひとつになろう」

(1) １０月２７日（日）

・山田町復興状況見学・説明会 場所 山田町旧魚市場 講師 マルイチ水産取締役 鈴木淳一 氏

・宮古市立河南中学校文化祭「河南祭」に参加 場所 宮古市立河南中学校

(2) １２月２０日（金）

・盛岡市立見前中学校 ２学期末 生徒集会

① 山田町に生徒会執行部を中心とした２３名が赴き、鈴木淳一氏より東日本大震災津波からの復興にかけ

る思いを聞いた。

② その後、宮古市立河南中学校の文化祭に参加し、今年度河南中学校が制作した復興ソング「未来へ」を

共に歌ってきた。

③ 生徒集会において、生徒会執行部より山田町および河南中学校を訪れ感銘を受けたことなどを、全校生

徒に伝講し、岩手県の復興に対する思いを新たにするとともにその決意を込めて復興ソング「未来へ」を

合唱した。

【生徒の感想】

・鈴木さんのお話を聞き、沿岸地域の復興のためには水産業の復活がいかに大切か分かった。「働く場所」がなけ

れば、人々の生活が以前と同じように営まれないということがわかり、逃げ出さずに「働く場所」を頑張って作

り出そうとしている人々の苦労がよくわかった。また、岩手の復興のためには「自分の道」をしっかり歩むこと

だということが、よくわかった。（3年生 男子）

・復興ソング「未来へ」は、人々の未来に向かう前向きな姿勢や気持ちが強く感じられる。また、支援してもらっ

た人々への感謝の気持ちがつまっているとてもいい曲だと思った。これからもこの曲を歌い継いで河南中学校や

震災のことを忘れないようにしたいと思う。（2年生 女子）

【まとめ】

・熊谷勵先生の講演をとおして、被災状況や震災の教訓に耳を傾け、自分には何ができるか、これからどういう

生き方をしていくか考える時間を持つことができた。中学生は岩手県全体を元気にする、なくてはならない存

在に成長することが求められている。心の支援を継続することが大切であり、復興ソングはそのことを示して

くれた。




